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特別損失の計上及び個別業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

 平成 29 年 5 月 12 日に公表いたしました平成 30 年 3 月期個別業績予想値と本日公表の実績値との差異につ

いて、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

 １．平成 30 年 3 月期通期個別業績予想値と実績値との差異(平成 29 年 4月 1日～平成 30 年 3 月 31 日) 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(A) 
百万円

66,000  

百万円

3,900

百万円 

2,500 

円 銭

44.98

今回実績(B) 63,813 3,363 1,700 30.80

増減額(B-A) △2,186 △536 △799 －

増減率(%) △3.3 △13.7 △31.9 －

(ご参考)前期実績 

(平成 29 年 3月期)
60,833 3,442 2,331 42.22

 

２．差異の理由 

   平成 30 年３月期の通期個別業績予想につきましては、売上高は、ガス事業及び化成品事業は、緩 

やかな回復基調で推移したものの、前回発表予想を下回りました。経常利益につきましては、販売費 

及び一般管理費の増加等により前回発表を下回りました。当期純利益につきましては、当社が保有し 

ている固定資産について事業環境や収益性を検討し、固定資産の減損損失 431 百万円及び連結子会社 

への出資金が収益性の低下等により実質価格が下落したため、関係会社出資金評価損 499 百万円を特 

別損失に計上した結果、前回発表を下回りました。なお、関係会社出資金評価損は、連結決算におい 

ては全額消去されるため、連結損益に与える影響はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

－ 1 －



 

（参考） 

平成 30 年 3月期通期連結業績予想値と実績値との差異(平成 29 年 4 月 1日～平成 30 年 3月 31 日) 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(A) 
百万円

82,000  

百万円

4,700

百万円

5,300

百万円 

3,300 

円 銭

59.37

今回実績(B) 79,958 4,818 5,386 3,240 58.70

増減額(B-A) △2,041 118 86 △59 －

増減率(%) △2.4 2.5 1.6 △1.7 －

(ご参考)前期実績 

(平成 29 年 3月期)
76,027 4,515 5,105 3,326 60.24

 

以 上 

－ 2 －




